
原住民が築いた都市が破壊され、その跡地に新しいスペイン風の街が建設されることが多かった。しかし、

旧世界の王室が実施させた法律やライフスタイルを出発点に、ラテン・アメリカの文化が新しい時代を迎えた。
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プログラム　　サンタ・クルスの一般的な住宅は、家族の日常生活の場であることが前提であり、家族のメンバーではない「外」の人が訪れる場合の

ためには、「外」専用のリビング、ダイニングルームなどが一般的に設けられる。「内」用には家族のリビングルーム、ダイニングルーム、居室な

どがある今回のプログラムは従来の状況とは違い、この家の空間はコモン・スペースであることが前提となる。状況によって、施主と数人の友人が

同時に使用することになるこの家は、個人の家というよりも、皆で空間を共有しながら交流する場所である。ゲストあるいは家主専用のスペースは

設定せず、どの空間でも自由に使用できるプログラムが構成された。しかし、プライバシーが保護できる空間も必要であるため、このような空間は

箱として設置された。この箱も家主であるかゲストであるか、無関係に誰にでも使用されることになる。

コンセプト：空間形式　　サンタ・クルスで一般的に用いられる空間形式は、木のフレームとレンガの構造を組み合わせる工法である。室内はレンガ

で囲まれ、屋外との間にガレリアを木造で組むことが一般的である。強い日差しと雨の多い気候のため、勾配屋根が適しており、瓦屋根を使用する

頻度が高い。本プロジェクトでは、木のフレームとレンガの積層を一回分解し、違う形式で再び組み合わせることで空間体験のバリエーションを提

案する。外部、半外部と内部空間の接し方が変わることで空間の体験に可能性が増える。構造物全体を巨大ガレリアとすることで、半外部の空間が

今までより圧倒的に多くとられる。ガレリアは流動性の高い空間で開放感が強い。木造の屋根と箱の屋根がダブル・ルーフ構造になるため、断熱機

能が高くなり、昼も夜も涼しい空間が確保できる。

会の宣教師が開拓した伝道村でセカンド・ハウスを設計する。村の名前はコンセプシオンといい、植物があふれ、牧畜と材木の生産が主な活動であ

る、1990年にユネスコによって伝道村の教会が世界遺産と指名されたこの地域には、国内と国外から多くの観光客が訪れる（図8,9）。基本的には

乾期と雨期の2つの季節があるが、熱帯地方に位置するサンタ・クルスの平均温度は24℃、平均湿度は65ー70％である。主な風向は北ー西北であり、

冬期の7ー9月は南に変わる。

構成　　サンタ・クルスの住宅構成は、社会と文化の発展によって変化したが、植民地時代から現在までの住居構成には共通点から見られる。住宅

の構成は、基本的に3つのエリアで成立する；社会に公開するソーシャル・エリア、家族が日常を過ごすプライベート・エリアと、なるべく見えない

場所に洗濯物、料理、使用人（メイド）のエリアがある。今回の提案では、この住まいを構成する全ての空間は、ヒエラルキーをもたずに敷地に配

置される。自然の中に周囲と融合する等スパンの木の柱のグリッドを設定し、その上に人間を守る屋根を設ける。このグリッドから生まれるシェル

ターは自然の中に存在する人工的な秩序を表す。木材の屋根の下に配置された箱は、日常生活の中でプライバシーを守る機能を果たす。このボック

スでは温度、明るさなど、環境の調整ができ、少ない冬の日の居場所にもなる。

等スパンのグリッドでは、方向性が明確になるのではなく、中性的に拡大でき

る。ヨーロッパの植民地時代ではこういうグリッドが都市計画の中で使用され

たのだが、中性的であるグリッドに一つのポイントを強調することで中心が生

まれた。今回の屋根のグリッドは植民地の都市計画で使用されたものとは異な

り、中心を示すことはない。

屋根の下に配置される機能のボックスもノン・ヒエラルキーな関係で配置され、それぞれ一つの中心とも見なされ、世界には一つの中心があるだけ

ではなく、様々な中心が存在することのメタファーでもある。
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本プロジェクトで設計する住居は、通常の別荘の概念とは若干異なり、定年
退職後、サンタ・クルスの田舎の自然と接しながらセカンド・ライフが楽し
める住まいである。主人が自分自身の時間を楽しむとともに、友人を集めて
交際する場所を提供することがこのプロジェクトの重要な意図である。状況
によって主人と数人の友人が同時に使用することになるこの家は、それぞれ
の専用スペースを設定せず、どのスペースも自由に使用できるように構成さ
れている。巨大ガレリアになる屋根の下は半屋外の涼しい空間である。プラ
イバシーが確保できるスペースも必要であるため、このようなスペースはレ
ンガの箱として設置された。

技術面では従来から一般的である技術、すなわち木造とレンガの構造が使用される。構造は現地でとれる木材で作られ、壁と床のレンガとコロニアル瓦も現地で生産されたものを用いる。使用する木は強度の高いイペ材であり、固い材料であるため、接続部分はスチールプレートとボルトで行われる。箱の壁はコンクリートの基礎から立ち上がり、屋根は現地で一般
的であるPCのコンクリートスラブである。屋根とレンガの箱は構造的に独立している。勾配屋根はサンタ・クルスの伝統的建築と呼ばれる植民地時代からの表現を思い起こされる。今回は通常とは異なる空間形式を提案するが、屋根の形態は伝統建築をフォーマル・レファレンスにする。


